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ま え が き

「福祉」との出遇いは，1989 年でした．ADL（日常生活動作）の改善に，今で
は当たり前の物理療法や運動療法を老人福祉施設に持ち込み，2 年間，教え学ば
せてもらったのが契機です．

有為転変は世の習い．社会福祉の従事者として自らの資質向上に努め，2019
年に志望し「学び直し」の 2 年間で修士課程を修了．さらに，修士論文を整理し
加筆修正した課題が，査読付きの論文として環境福祉学会の研究誌に掲載され，
おそまきの初学者としての一歩を踏み出すことになりました．
「学び直し」を決意する動機となったのは，研究主題である「障がい者・高齢

者および若者達のケア並びに働く場の創出に関する実践的研究」を重ねる中で，
研究対象の社会的弱者である障害のある人に注目したことからです．

彼らの対面するコミュニケーションでは，その表出から能力を不当に評価され
ることもあり，感情・態度・好み・性格について誤解を招く場合もありました．
彼らは生きづらさを抱え，何を感じて，どのように捉えているのか，その主観に
興味を持ちました．彼らが生きていく目標に「働く」ことを示して「傍

はた

を楽にす
る」，つまり，かたわらにいる人や世の中の人を楽にしてあげる．そうすれば，
きっと楽（幸せ）になるという思想が，「生きる力」を生み出すのだと考えまし
た．
「働く」ことで，つながり，結びつくこととは何かを知りたい．それが，ワー

クエンゲイジメントを指標にした要因でした．
本書は，修士課程で執筆した論文を基に，働く障害者が置かれた立場（法令上・

権利と配慮・雇用と就労の差異など）を示し，障害者の職種や職場環境に人間関
係など，何が彼らの主観にワークエンゲイジメントするか，個性や特徴を特長化
する行動の秘策は何かをまとめたものです．
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あらけずりの内容はご容赦を願い，すでに社会的企業を起業した方，これから
起業しようとする方，一般企業でワークエンゲイジメントを取り組もうとする方
にも知っていただき，「ひらめき」の一助になれば幸いです．

柏 本 行 則



障がい者のワークエンゲイジメント
─ソーシャルファームにおける就労支援の方向性─
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